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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 








 第１章では、TTX及びトリデオキシ TTXをはじめとするその同族体の構造と活性、さらにトリデオキシ TTX
 －216－
 －217－
の合成計画の概要が述べられている。第２章では、モデル基質の不斉転写型ストレッカー合成に関する考察に
基づいたアミノ酸の合成設計を行い、（-）-キナ酸から出発して高ジアステレオ選択的に保護ピロリジン体に導
いた。第3章では、炭素6員環上の官能基変換に取り組み、すべての不斉中心と官能基が整ったアルデヒド中
間体を得た。第4章では、アルデヒド体の橋頭位へのアセチレンとシアノ基導入による二つの経路に取り組ん
だ。前者ではγ-ラクトン形成という困難に遭遇したが、得られた知見をシアンヒドリン中間体からの経路に取
り入れることにより、one-potで環状グアニジン化やδ-ラクトン化を含む6段階のプロセスが一挙に進行して
トリデオキシTTXに導くことができ、目的が達成された。 
 以上のように、本論文はフグ毒TTXの主要な同族体、トリデオキシTTXの全合成に成功するとともに、生物
学的意義の解明に不可欠な同位体ラベル化合物の合成への道を切り拓いた。よって、博士（理学）の学位を授
与するに値するものと審査した。 
 
